
第５学年 国語科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）14：35～15：20

授業者：熊谷 敬子

場 所：視聴覚室 対象児童：５年４組児童

１ 単元名 「森林のおくりもの」

２ 単元の目標 ・題名の工夫や述べ方に注意して，筆者の考えを読み取る。

・いろいろな環境問題について資料を読んで調べ，「森林シンポジウム」を開き，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。

２ 本時の指導

本時のねらい ・「森林シンポジウム」を開き，調べて分かったことや考えたことが聴き手によく伝わるように工夫して話したり，話し手の考えをと

らえながら聴いたりして，自分の考えを深めることができる。

目指す児童の姿（表現） ・聴き手によく伝わるように話したり，話し手の考えをとらえながら聴いたりしている。

千田さんの思いを考える。

ノートに書いてから発表する。

（２０分）【ペアまたはトリプル】

１０１の授業技術から

１ 教師による基本基調を聴く。（6分）

２ 「森林シンポジウム」を開く。

① 司会者からの共通課題提示や進行の

仕方の説明（2分）

② パネリストからの発表

（２分×４名予定）

③ 各グループで意見の話合い（6分）

④ 参加者からの質問や意見（15分）

⑤ ノート書記からの意見のまとめ（１分）

⑥ 司会者のまとめ（1分）

５ 今日の自己評価・振り返りを書く。

（４分）

６ 児童数名の感想発表を聴く。（2分）

※話し手の友達の話をよく聴いて，そ

の内容に関係のある話をすることがで

きる。

学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

【自分の考えを明らかにし，クラス全体で共有するためのＩＣＴ活用】
・自分の調べたことを分かりやすく伝えるため発表用ソフトを使用

し，発表させる。
・グループの考えに他のグループの考えを付け加え，考えが深まる

ことを明確にするために，グループ毎にデジタルペンを使用し，
自分達の考えのメモに他のグループの話を聞いたものをノート
書記の児童がつけたしていく。

【シンポジウムに意欲を持たせるためのＩＣＴ活用】

・国内交流している富山県砺波北部小近くの砺波平野の写真を映

し，教師の基本基調の話を聴いて始めることで意欲をもたせる。 友達の考えを聴いて，自分の考えを話そう！

「Ａさんが話していた水の大切さについ
てですが，ぼくも水を調べました。米を
育てている時に，水が大切と学びました。
それで，どのように大切かというと『海
は生きている』という富山さんの本に
は，・・とあり，ぼくはその中の海は森が
育てるということがつながっていると感
じました。」

「Ｂくんの，森林の働きを聴いて，海につ
ながっているということが分かりました。
わたしも富山さんの本の川は生きている
を読みました。海を育てるには森林が必要
で，その水を運ぶ川が大切であると分かり
ました。わたしは川を汚さないことが大切
だと思います。」

【考えを深めるためのＴＣＣＣ】

・パネリストだけではなく参加者も友達の意見を聴いて，その内
容を受けて自分の考えを述べさせる。

【自分の考えを見つめなおすノート活用】

・話合い最中は，考えの比較や付け足しが分かるようにマップ図
でメモをとるように指導しておく。

・友達の考えを聴き，さらに自分の考えについて振り返り,思っ
たことをノートに書かせる。




